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小田原雅人
　症例は 80歳女性。12年前より 2型糖尿病を指摘
され、数年前から、チアゾリジン薬、ビグアナイト
薬、スルホニル尿素薬、Įグルコシターゼ阻害薬で
加療されていた。糖尿病は HbA1c 8%（以下 JDS値）
台で推移し、血糖コントロールは不良であった。平
成 21年 9月、視力低下を自覚し眼科を受診したと
ころ、手術適応のある糖尿病黄斑浮腫を指摘され、
術前血糖コントロール目的で入院となった。入院後、
食事療法で血糖コントロールが改善したことと、下
腿浮腫を認めたことから、チアゾリジン薬を中止し
た。約 2週間後に光干渉断層計（OCT）で眼底検査
を行ったところ糖尿病黄斑浮腫の改善あり、手術は
不要となった。
　近年、チアゾリジン薬と糖尿病黄斑浮腫の関係が
指摘されている。今回、当院における黄斑浮腫の
955人の症例について検討をおこなった。男性 493
人、女性 455人であり、そのうち糖尿病患者はそれ
ぞれ 184人、90人であった。黄斑浮腫の原因として、
網膜中心静脈閉塞症などの静脈閉塞が約 50%を占
め、糖尿病は約 20%であった。糖尿病を有する
274人の背景は、年齢 : 63.9±11.7歳、糖尿病罹病
期間 : 13.16±8.75年、HbA1c : 7.73±1.70%であっ
た。合併症に関して、高血圧の合併は 67%、約
50%が腎症第 III期という結果だった。多重ロジス
ティック解析により、脂質異常症（p=0.00298）、
HbA1c（p=0.00007）、腎症（p=0.01919）が、糖尿病
患者における黄斑浮腫発症に関連していることが示
された。チアゾリジン薬の内服の有無と黄斑浮腫の
関連は認めなかった。
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　Aminoimidazolecarboxamide r ibonucleot ide 
（AICAR）による実験的ぶどう膜炎の抑制
　近年、細胞のエネルギー代謝に関わる AMPKi-
naseは炎症反応にも関与していることが報告されて
いる。私は約 2年間、この AMPkinaseとぶどう膜
炎の関係について研究を行った。AMPkinaseの刺激
薬である AICAR （aminoimidazolecarboxamide ribonu-
cleotide）を用いて、ぶどう膜炎の動物モデルであ
る EIU（Endotoxin induced uveitis）と EAU（Experi-
留学報告 : P1-R1～P1-R3
mental Autoimmune uveoretinitis）が抑制されるかど
うか検討を行った。
　EIUは LPSを用いた急性炎症のモデルであるが、
AICARを事前に投与することでその発症は抑制さ
れた。AICARは眼局所の細胞浸潤や炎症性サイト
カインの産生を抑制していた。また全身性にも影響
しており、その機序として LPSのレセプターであ
る CD14の発現を抑制していることが分かった。
　EAUはマウスに網膜抗原（IRBP）を免疫するこ
とで誘導される自己免疫性ぶどう膜炎であり、この
モデルでは AICARを免疫日より連日腹腔内に投与
した。AICAR治療群では EAUは有意に抑制されて
おり、抗原刺激によるリンパ球増殖反応や発症に関
与する IFN-Ȗ、IL-17といったサイトカインの産生
は低下していた。私はこの発症抑制機序として
AICARの樹状細胞（DC）への影響に注目した。骨
